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平成２６年 9月 18 日 

 

 

伊予市シティブランド確立業務 

第３回市民ワークショップ報告書 

テーマ：「あなたの住むまちのよいところさがし」 

 

 

■開催日時：平成 26 年 8 月 21 日（木） 19時～21 時 

■開催場所：伊予市中央公民館 

■テーマ：あなたの住むまちのよいところさがし 

■参 加 者：一般市民１６人、協力職員５人、主催者スタッフ 7人（未来づくり戦略室4 人、 

セキ株式会社 3人）、ファシリテーター1人、アシスタント 1人 

■プログラム 

１．前回のテーマ「あなたの住むまちの問題点は？」について 

２．あなたが住んでいる地域のよいところを挙げてください 

３．グループとりまとめ 

４．グループ発表 

５．今回のテーマについての講評 

 

 

■前回のテーマ「あなたの住むまちの問題点は？」について（要約） 

まずファシリテーターの山内氏から、前回のテーマ「あなた 

の住むまちの問題点は？」についての確認がありました。      

 

山内氏／前回は中山・双海・伊予の各地域の問題点を出し合

いましたが、今回は伊予市全体を俯瞰しての問題点を少し

話し合い、その後、「あなたが住むまちのよいところさがし」

をしたいと思います。今回の「伊予市シティブランド確立業

務」の目的は伊予市の顔づくりですから、問題点やよいとこ

ろを探り出すことで、まずは「悪いイメージを（表に）出さな

い」よう意識したいと思います。 

前回出された「地域の問題点」の中で伊予市全体に言え

たのは、「中山・双海の人は合併意識が強く、旧伊予市の人

は合併意識がないのでは」という問題です。今後は中山、双

海の顔（イメージ）を打ち出すことで、その辺りの問題点が

解消できるのではないかと思います。また旧3市町の中で、

過去に一番積極的に活動していたのは双海であり、双海の

顔はできていると思います。一方で、旧伊予市と中山は印

象的なものがないよう

に思えるので、この２つ

の個性をどう作って行

くのかがポイントになっ

てくると思います。今回、

1 つの顔ができた後に

中山、双海、伊予で共通したテーマを作ることができれば、

面白い展開ができると思います。 

今回は皆さんに地域の良いイメージ、自慢できるものを

出していただき、前回出された「悪いところ」と比較・対照し

ていきます。それらを参考にしながら、私の方で新しい顔と

してのシンボルを作って行きますが、どれくらいの意見が出

るかで、作るものは変わってきますので、どんどん意見を出

してください。 
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■グループ発表／４分×５グループ  

今回、参加者は住んでいる地域ごとに 5 グループに分かれ

ました。グループごとに「あなたが住んでいる地域のよいと

ころ」を各自がふせん紙に書きながら、意見を出し合いまし

た。一通り意見が出尽くした後、意見（ふせん紙）を分類し、

模造紙に貼り付けて整理。最後に各グループの代表者が発

表しました。 

第１グループ（旧伊予市①）で出されたよいところ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第２グループ（旧伊予市②）で出されたよいところ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●人 

・大平地区の人材（オリンピック）・・・浅見。武田大作 

・真面目な人材、素直でよく働く 

・話し方がやわらかい印象 

・南伊予地区は人との繋がりがある（祭り、運動会な

ど） 

 

●食 

・最も有名なものはカツオブシ 

・海産物がおいしい  ・野菜・果物が安くておいしい 

・瀬戸内の魚がおいしい  ・びわ、みかん、栗 

・昔ながらの味（削り節、麹など）が残っている 

 

●景色 

・谷上山の展望台  ・伊予灘ＳＡからの夜景 

・五色浜（撮り方によってはハワイのよう） 

・歴史のある大谷池がある  ・海の景色が美しい！ 

・不思議な路地の世界  ・歴史ある建築が残る 

 

●環境 

・海と山で遊べる  ・海、山、まちが近い 

・環境が良い、山・田・川など（南伊予） 

・スーパーマーケットとドラッグストアが多い 

●自然 

・桜がきれい  ・山の上からの夜景がきれい 

・作物（米・麦）が育ったときの風景が良い 

・海と山があり、季節の変化が分かりやすい 

・有名な稲荷神社とそれを守る住人がいる 

・麦のわら焼きを見ると夏が来たと思う 

・谷上山から見た景色が良い  ・夜景がきれい 

 

●食 

・海、山、平地と何でもあり、何でも育つ 

・海の幸、山の幸が豊富 

・中山栗、双海のハモなど、おいしいものがたくさんある 

・実は柑橘王国です  ・野菜が作りやすい 

・多くの食材がある、調味料も揃う 

  

 ●人 

・小学生がよく挨拶してくれる 

・みんなやさしい 

・都会に比べて人が穏やか 

 

●生活 

・あまり災害がない 

・高速が近いので四国内は移動がしやすい 

・生活しやすい、物が揃いやすい   

・静かな街 

・変わらない景色があり、落ち着く 

 

●文化 

・夏まつりなどのお祭りが多い   

・伊予市は知らなくても「いよ柑」で覚えてもらえる   

・伊豫の国の「いよ」 

 

恋人の聖地 

伊予灘サービスエリアの景色がきれい 
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第３グループ（旧伊予市③）で出されたよいところ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※参加人数の関係で「第 4グループ」は設けませんでした 

 

第５グループ（旧中山町）で出されたよいところ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●住 

・医療機関が揃っている  ・インターチェンジがある 

・人口 4万人弱なのに私鉄の始発駅とＪＲの駅 

・ＪＲと郊外電車（私鉄）が走っている 

・松山市街地まで 25分、松山市から近い 

・空港へ 2分  ・住みやすい 

●観光 

・1 ヶ月住んだら日本一住みやすいまちだと分かる  ・上野（小高い丘）から見る風景や夜景がきれい 

・町家はいろんなものがあって楽しい  ・ウェルピア伊予を利用したまちおこし  ・双海の菜の花がきれい！ 

・谷上山の桜がきれい  ・五色浜がきれい  ・自然（山・海）が豊富  ・夕焼け通りに沈む夕日は絶景 

・シーサイド公園は楽しい  ・夕焼けがきれい  ・中山のホタルは感動もの！  ・祭りの花火がきれい 

●景 

・紅葉がきれい  ・川がきれい  ・ホタル 

・四季がはっきりしている  ・水と空気がサイコー！ 

・夏でも涼しい  ・水が豊富  ・朝もやが美しい 

・漆地区の梅がきれい 

●史 

・山吹神社  ・江戸時代の歴史を感じる宿場町 

・俳句が盛ん  ・歴史ある寺社がある 

・神様がたくさんいる 

  

●人 

・のんびりしている  ・人が優しい  ・一体感がある 

・方言が何か良い「やりよるか～い」 

・お年寄りが元気（グランドゴルフ） 

 

 

●熱 

・ソフトボールが盛ん  ・白熱！バレーボール大会！ 

・盆踊りが盛ん  ・サンバ 

 

●飲 

・汗をかいたらビール  ・箸が転がってもとにかく酒！ 

 

●歴史 

・表から裏まで 108ｍの商家  ・五色姫伝説 

・郡中の歴史、民間主導のまちづくり 

・伊予鉄郡中線は郡中の資本家が創業した 

・彩賓館は民間で建設   

・大店（おおだな）のたまり場 

●食 

・魚がとてもおいしい  ・ビワ（唐川）、中山栗が有名 

・双海のじゃこ天、中山のスイカがおいしい 

・クラフトの里はそば、木工、パン、アイスがあり、とても

癒される 

 

●産業 

・食品産業のまち  ・花かつおのメッカ  ・カツオ節生産量日本一  ・ヤマキやマルトモがある 

●食 

・シャーベット、しし鍋、中山まんじゅう、そば（こねこね

亭）、焼き肉（忠吉）、たけのこ、栗がおいしい 

・うどん、そうめんの出汁がうまい（しいたけと大豆） 

 

●便 

・ファミマ（コンビニ）ができた！ 
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第６グループ（旧双海町）で出されたよいところ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●食・特産品 

・ラヴじゃこ天、じゃこ天 

・くだものいっぱい、みかん、キウイ、びわ、東峰のスイ

カ、ハウスみかん、 

・米 

・海の幸、新鮮な魚、ハモ、タイ、煮干し、釜揚げ 

・海産物、しらす丼  ・有機農業 

 

 

 

  

●人の魅力 

・面白いおじさんが多い、ユニークな人々 

・みんな優しい  ・心地よい干渉（面倒見） 

・お互いが理解して一緒にやっていること 

・海の人、山の人の気質が良い 

・「悪い人がいない」と言える人々 

・双海を愛する心、おもてなしの心、自慢と思える心 

・まちづくり学校 双海人 

・楽しく人生を過ごそうという意欲と行動力 

・魅力的な住民、温かい  ・みんなが挨拶する 

・観光カリスマ 若松進一  ・子ども、高齢者が元気、 

・郷土愛   ・明るい人々   ・人情  ・協力性 

・芸達者が多い  

●花いっぱい 

・菜の花が美しい、ツツジが美しい（高野川駅） 

・日本水仙花街道、下灘２０万株水仙畑 

・季節の花  ・喜多灘駅の桜 

・花いっぱい運動 

 

●夕日 

・日本一美しい夕日  ・宝の海、美しい海 

・ダイビングやパラグライダーができる 

・本谷の棚田  ・映画のロケ地が多い 

●イベント・アクティビティ・スポーツ 

・心に残る、絵になるイベント 

・夕焼けプラットホームコンサート 

・空からサンタがやって来る  ・本当のほたるまつり 

・外部の人が「イベントをしたい」とやってくる 

・軽トラ市  ・トライアスロン、パラグライダー 

・グリーンツーリズム  ・ピザ焼き体験 

・陸・海・空の魅力 

●鉄 

・下灘駅、喜多灘駅、串駅  ・５つの無人駅 

・愛ある伊予灘線、伊予灘ものがたり 

・本村鉄橋  ・上灘駅と木曽山 

●恋人のまち 

・恋人の聖地  ・恋人岬 

・ふたみシーサイド公園  ・道の駅が良い 

・夕やけこやけライン 

●その他 

・日本一海に近い森林組合 

・別荘  ・移住者続々  ・３世代家庭６割 

・なにもない、すべてがある 

 

●水 

・豊田川  ・富岡の名水 

 

●歴史 

・歴史のある城跡  ・由並小学校の石垣 

・翠小学校、校舎も生徒もステキ 

・古戦場  ・名峰本尊山 

●青・海 

・伊予灘  ・豊田漁港（黄色の漁船）  ・青 

 

 ●アクセス 

・空港が近い（大都市とのアクセス）  

・都会（松山。エミフル）が近い、便利 

 

 

●住民自治 

自治公民館  ・公民館活動  ・公民館まつり 
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■今回のテーマの講評（要約） 

山内氏／伊予市には「恋人の聖地」が 2 カ所ありますが、県

は大島（今治市）に「サイクリングの聖地」を作ろうとしてい

ます。私だったら「中高年の聖地」とか「高齢者の聖地」を作

ります。地域にお金を落とすのは中高年や高齢者ですし、

「高齢者の聖地」ができたらマスコミが取材に来ます。マス

コミを呼ぶには「どこもやっていないこと」をしなければい

けません。また「その後の物語」を作ることも大切です。「か

らり」（内子町）には橋があり、袂の看板には「二人が手を繋

いで渡れば結ばれる」と書いてあります。実際に橋を渡り結

ばれたカップルが、「からり」のレストランで結婚式を挙げて

いますが、そこまでのストーリーを考え、実践しています。ア

イデアを出すには、何かを一捻り、二捻りする必要がありま

すが、その出し方の１つに「既存のアイデアの組み合わせを

変える」という方法があります。例えば「俳句甲子園」は「文

学（俳句）」と「武道」を組み合わせたことで、全国から注目

されるようになりました。 

今回、皆さんから出された「よいところ」を見てみると「悪

い人がいない」というのは面白いですね。また共通してい

るのは「自然が美しい」とか「食べ物がおいしい」という点

です。これらは生活していく上でとてもいいことだと思いま

すが、やはり旧３市町それぞれの顔が見えるようなことが

できれば、もっと面白い展開ができると思います。

 

■次回ワークショップおよび「市内の魅力探し」について 

次回ワークショップは当初予定を変更し、１ヶ月後の９月１８日

（木）になり、山内氏からブランドロゴのたたき台（デザイン案

の素案）が示されることになりました。それに先立ち、９月３

日（水）に山内氏および事務局メンバーが市内各地を回り、

その魅力を探ることになり、ワークショップ参加者の中から

「案内人」を募集することが決定しました。 

 

 

■感想カード（一部要約） 

○伊予市の「よいところ」を探してみたが、ほかのグループ

と意見が重なることが多かった。しかし、共通点が多かった

というよりは、「平均的な意見しか出ない」「伊予市には“こ

れだ！”と言えるものがない」「本当に他市町に自慢できる

ものなのか？」と感じた。現在、自分がイベントや物産、観光

関係の部門で働いているから、このように感じたのだと思

う。 

 

○伊予市の合併については、伊予市在住期間の短い私にと

っては、そんなに問題ないことだと感じていました。今日の

話し合いで、合併当時およびその後も含め、「双海、中山に

とってはあまり良いと思っていない人」も多数いることに気

付きました。双海、中山それぞれ大好きなので、今回のブラ

ンディングでさらに盛り上げられたらと思っています。 

 

○日程の都合で中山の人が少なかったのが残念でした。

「よいところ」は旧3市町とも同じようなものが多かったが、

それぞれの地域に対する想いの熱の入れ方の違いが出た

と思います。 

 

○「よいところ」がたくさん出たので活用したいですね。広

報でぜひ市民に知らせたい！市外の人にも知らせたい！

女性や若い人が前回より減って、男性化、高齢化してきたの

が残念でした。 

 

 

○いろいろな地区でいろいろな名産物や問題があると思

う。それを全部解決するのは難しいが、少しずつ良くなれば

いいと思う。 

 

○双海の「よいところ」が一杯で感激しました。今後「よいと

ころ」をどう生かしていけばいいか、一生懸命頑張りたいと

思います。 

 

○中山のサンバは楽しいです。優勝しました。各地の魅力は

ほぼ同じ。個性化（ブランド化）を目指すのか、それともこの

まま穏やかに過ごすのか、これは大きなテーマだと思う。

町のビジョンが明確にならないと決められませんね。 

 

○正直、伊予市の「よいところ」があまり出て来ませんでし

た。ほかの人の意見を見て気付くことばかりでした。普段あ

まり意識していないことを再認識できました。 

 

○全地域を通じて、共通・共有できるものを探して行けると

良いと考えました。 

 

○今日「よいところ」を出し合って、いろいろな「よいとこ

ろ」を再確認できました。アイデアも右から左に移すだけで

はなく、アイデアの組み合わせで新しいものになるというこ

とが分かりました。今後も楽しみです。  
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○悪いイメージと同様、皆、良いイメージも同じような意見

があると感じた。今後、この良いイメージを生かしたブラン

ディングがどのようになるのか、次回以降が楽しみだ。 

 

○伊予市の「よいところ」、自分の地域に限ってですが、い

ろいろ出せました。ほかの地域の「よいところ」も聞くことが

できて良かったです。自分の地域を誇りに思えるのは良い

ことだと思います。 

 

○伊予市の「問題点」「よいところ」についての話し合いだ

ったが、改めて伊予市のことを自分は分かっていないとと

ても感じました。ただ特に思ったのが、「よいところ」はなか

なか見つけることができず、普段感じていないところにも

伊予市の「よいところ」があるのではないかと思っています。

4 年間県外に住んで伊予市に戻って来たので、「よいとこ

ろ」を探すだけでなく、それをどう生かすかを考えて行きた

いと思います。 

 

○人口減少に歯止めをかける方策が見えるように！未来志

向で！（グループでの意見出しのときに）書き忘れたが、伊

予市は一休みできる、時間がゆっくり流れているところ。ビ

ーチバレーのこと。 

 

○自分が住んでいる地区以外の双海や中山地区の「よいと

ころ」がよく分かった。自分が住んでいる地区の「よいとこ

ろ」を改めて考えてみると特色あることが少ないと感じた。 

 

○たくさんの「よいところ」が出て来たので、前回の問題点

と合わせて良いブランドづくりができればいいと思いまし

た。双海の方のパワーを感じました。３地区の皆さんが同じ

ようにパワフルにならないといけないと思います。 

 

○「ナカヤマハ ナカヤマチョウデ アリエタシ フタミノ

マチハ マチデアリエタ」。「まったりと 伊予市の空気 

吸い込めば 暮らしやすさは 日本一かも」。「よいところ」

はたくさんある。しかし「決め球」は？私は「人」だと思う。そ

れもこれからの「ｉｎｇ」。 

 

○今回、伊予市の「よいところ」を考えるとたくさんの意見

が出て、改めて伊予市の「よいところ」がたくさん分かって

良かった。 

 

○住んでいる地域の悪いところはすぐにたくさん思い付き

ますが、「よいところ」はあまり思い付きにくいと感じました。

もっともっと伊予市を好きにならないといけないと思いまし

た。 

○一見地味に感じる地域でも、掘り下げてみるとたくさんの

魅力があることが分かった。個性の違うそれぞれの地域の

良さを、いかに繋げていくかが大切だと感じた。 

 

○「よいところ」より悪いところに目が行きがちで、なかな

か思い浮かびませんでした。また、知っていたと思っていた

自分の地元にもまだまだ知らない部分がたくさんあり、もっ

と地元を知らないと自分が（地元を）アピールしようとして

も、周りにアピールできないと思いました。ロゴマークを作る

上での注意点や心掛けておくべきことを見直し、作って行き

たいです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
前回のワークショップの様子を伝える新聞記事 → 


